
考古学と武蔵武士
今回のお話は、中世社会における生活の営みは地域や生活基盤の異なりなどにより、さまざまな違いをみせ、陶磁器類の食のための用具あるいは

住まいの用具といった様々な生活用具や都市・村と町・城と館など生活の諸相によって遺構・遺物を考古学的に解明することができる。

そのための編年表などは資料の通りであるが、特に北武蔵の「よくわからない11世紀」について武士の拠点と寺院、交通の要所と武士の拠点、

出土遺物にみる特徴といった切り口で考古学的に武蔵武士の拠点をみる内容でした。

その一つとして高坂から浅羽にかけての中世遺跡の見学を実施しました。



弁天沼と阿弥陀堂跡 埼玉県東松山市大字岩殿字油免1051周辺

　　　弁天沼







正面は弁天島



　　弁天堂と弁財天の由来を記す石碑



　　　弁天堂（中には弁財天が鎮座）



弁財天 　　弁財天の由来を記す石碑







　正面に見える東屋の左手にある集会場（岩殿会館）付近に阿弥陀堂があったという



阿弥陀堂の板石塔婆の説明板（劣化して字がよく読めない状態であった→早急にメンテナンスが望まれる）



板石塔婆は東屋の後ろの斜面にあった



　　　　　　阿弥陀堂の板石塔婆



　1368年造立/東松山市指定文化財





左手の方角に正法寺（岩殿観音）がある



　左手の方角に足利基氏館跡がある



　　右手前方には大東文化大学東松山キャンパスが見える









　　　　東屋横にはこんなに沢山の石仏が並んでいました













足利基氏館跡 埼玉県東松山市大字岩殿字油免1051周辺

　　↑ 　　　　↑ 　　　　　↑
　弁天沼 　　　堀跡① 　　　　堀跡② ホームページより



　　　堀跡①







　　　　土塁



インターネット/余湖くんのお城のページより



　　　標柱がある





　　　堀跡②





　　案内板がある





　　　　土塁



　　　　物見台方向/この奥は高坂カントリークラブの敷地



　　正面は正法寺（しょうぼうじ）方向



　　鐘楼が見える



　　赤い印が足利基氏館跡の位置

ホームページより

http://castle.slowstandard.com/10kanto/13saitama/post_697.html

http://homepage3.nifty.com/azusa/saitama/higasimatuyamasi.htm

http://castle.slowstandard.com/10kanto/13saitama/post_697.html
http://homepage3.nifty.com/azusa/saitama/higasimatuyamasi.htm

